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世
界
経
済
は
繁
栄
し
た
。
だ
が
、
そ
の
一

方
で
先
進
国
の
内
部
で
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
富
を
享
受
す
る
者

と
、
労
働
集
約
的
な
職
業
で
は
取
り
残
さ

れ
る
者
に
分
か
れ
て
深
刻
な
経
済
格
差
が

発
生
し
た
。
こ
れ
が
１
９
１
４
年
か
ら
始

ま
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
の
開
戦
原
因
に

な
っ
た
と
の
分
析
も
あ
る
。

　

現
代
は
冷
戦
終
了
後
の
安
価
に
な
っ
た

航
空
料
金
、コ
ン
テ
ナ
に
よ
る
物
流
革
命
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て

貿
易
が
盛
ん
に
な
り
、
第
二
次
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
と
も
呼
ば
れ
て
き

た
。
ま
さ
に
歴
史
は
韻
を
踏
ん
で
い
る
わ

け
だ
が
、
そ
う
し
た
中
で
第
一
次
と
同
様

に
先
進
国
内
で
は
経
済
格
差
が
生
ま
れ
、

そ
う
し
た
不
満
が
欧
州
に
お
け
る
右
傾
化

を
促
し
、
米
国
で
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
を

生
み
出
し
た
と
も
言
え
る
。

POLITICS

だ
。
技
術
革
新
や
人
権
の
伸
長
な
ど
、
社

会
環
境
が
昔
と
異
な
る
現
代
に
同
じ
こ
と

は
起
き
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
似
た

よ
う
な
パ
タ
ー
ン
や
流
れ
は
再
び
現
れ
る

と
い
う
意
味
だ
。

　

19
世
紀
後
半
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け

て
、
蒸
気
機
関
に
よ
る
交
通
革
命
や
電
信

に
よ
る
通
信
革
命
、
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
な

ど
に
よ
り
第
一
次
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
起
こ
る
と
、
リ
カ
ー
ド
の
比
較
優
位

の
理
論
（
各
国
は
他
国
と
比
べ
て
「
よ
り

効
率
的
に
生
産
で
き
る
も
の
」
に
特
化
し

て
貿
易
を
行
う
こ
と
で
、
全
体
の
生
産
性

が
向
上
し
、
す
べ
て
の
国
が
利
益
を
得
ら

れ
る
）
の
と
お
り
、
貿
易
が
盛
ん
に
な
り

史
は
繰
り
返
さ
な
い

が
、
韻
を
踏
む
」
は
、

米
国
の
作
家
マ
ー
ク
・

ト
ウ
ェ
イ
ン
の
格
言

「
歴

板谷敏彦
Toshihiko Itaya

作家

1955年兵庫県西宮市生まれ。関
西学院大学経済学部卒業。IHIを
経て日興證券へ。NY駐在、機関
投資家営業を経験。内外証券幹部
を経て、和製ヘッジファンドを設
立。著書に『国家の命運は金融に
あり　高橋是清の生涯』（上下巻、
新潮社）、『日露戦争、資金調達の
戦い―高橋是清と欧米バンカーた
ち―』（新潮選書）など。

1896年建設の日銀本館。高橋是清はペルーで銀山投資の失敗後、日銀建築事務主任として建設に携わった

「
減
税
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」は
い
ら
な
い

高
橋
是
清
か
ら
学
ぶ
教
訓

WEDGE

OPINION

大
量
の
国
債
を
抱
え
込
む
令
和
の
日
銀
と
違
い
、日
銀
に
買
い
取
ら
せ
た
国
債
を
市
中
で
消
化
さ
せ
た
高
橋
是
清
。

参
院
選
を
前
に
、ま
た
ぞ
ろ
叫
ば
れ
る「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
減
税
」と
は
違
う
、積
極
財
政
の
本
質
を
考
え
る
。

B
LO

O
M

B
ER

G
/G

ET
T

YIM
A

G
ES
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か
つ
て
、
日
本
は
米
国
、

中
国
と
二
正
面
で
事
を

構
え
、
破
滅
の
道
へ
と

突
き
進
ん
だ
。

　

世
界
で
は
今
も
な
お
、「
終
わ
ら
な

い
戦
争
」
が
続
き
、
戦
間
期
を
彷
彿
と

さ
せ
る
よ
う
な
不
穏
な
雰
囲
気
や
空
気

感
が
漂
い
始
め
て
い
る
。
あ
の
日
本
の

悲
劇
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
、
平
時
か

ら
繰
り
返
し
検
証
し
、
そ
の
教
訓
を
胸

に
刻
み
込
む
必
要
が
あ
る
。

　

だ
が
、
多
く
の
日
本
人
は
、
初
等
中

等
教
育
で
修
学
旅
行
で
の
平
和
学
習
の

経
験
は
あ
っ
て
も
、「
近
現
代
史
」を
体

系
的
に
学
ぶ
機
会
は
限
ら
れ
て
い
る
。

　

か
の
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル

は
「
過
去
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
さ
か
の
ぼ

る
ほ
ど
、
遠
く
の
未
来
が
見
え
る
も
の

だ
」（『
チ
ャ
ー
チ
ル
名
言
録
』扶
桑
社
、

中
西
輝
政
監
修
・
監
訳
）
と
述
べ
た
が
、

今
こ
そ
、
現
代
の
諸
問
題
と
地
続
き
の

「
歴
史
」
に
学
び
、
こ
の
国
の
未
来
の

あ
り
方
を
描
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　

そ
こ
で
、
小
誌
で
は
、
今
号
よ
り
２

号
連
続
で
戦
後
80
年
特
別
企
画
を
特
集

す
る
。
前
編
で
は
、
戦
後
日
本
の
歪
み

を
一
身
に
背
負
わ
さ
れ
て
き
た「
沖
縄
」

IMACOCONUT/GETTYIMAGES

Wedge Special Report

沖縄が問う
この国のかたち

與那覇 潤、野添文彬、前田啓介、川名晋史、山本章子、岡本隆司、富坂 聰
編集部（鈴木賢太郎、横上菜月、仲上龍馬、大城慶吾）

終わらない戦争
戦後80年特別企画・前編
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特集　沖縄が問うこの国のかたち

を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
取
り
上
げ
る
。

　

沖
縄
戦
の
歴
史
認
識
や
米
軍
基
地
問

題
に
関
す
る
言
論
は
、
し
ば
し
ば
保
守

と
革
新
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
二
分

さ
れ
、
日
本
政
府
と
沖
縄
県
の
間
に
も

大
き
な
溝
が
生
ま
れ
て
い
る
。
だ
が
、

問
題
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
先
入
観

に
と
ら
わ
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ

て
き
た
客
観
的
事
実
を
見
つ
め
直
し
、

対
話
の
糸
口
を
探
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
過
度
な
観
光

業
へ
の
依
存
や
域
内
で
生
じ
た
利
益
が

域
外
に
流
出
す
る
「
ザ
ル
経
済
」、
貧

困
の
負
の
連
鎖
な
ど
、
沖
縄
は
数
々
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
日

本
が
現
在
、
あ
る
い
は
、
将
来
、
直
面

す
る
で
あ
ろ
う
問
題
を
先
取
り
し
て
い

る
と
も
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
、「
今

日
の
沖
縄
」
は
「
明
日
の
日
本
」
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、「
沖
縄
問
題
」

は
日
本
人
全
員
が
当
事
者
な
の
だ
。

　

沖
縄
戦
の
組
織
的
な
戦
闘
が
終
結
し

た
節
目
で
あ
る
６
月
23
日
は
沖
縄
県
で

「
慰
霊
の
日
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

あ
の
惨
禍
か
ら
80
年
を
迎
え
る
今
、
沖

縄
と
い
う
レ
ン
ズ
か
ら
、
こ
の
国
の
か

た
ち
を
問
い
直
す
。
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軍
事
基
地
と
医
療
に
は
似
た

性
格
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も

平
和
な
暮
ら
し
に
不
可
欠

だ
が
、
あ
ま
り
に
必
要
性

を
強
調
し
す
ぎ
る
と
、
逆
に
命
を
傷
つ
け

て
し
ま
う
。

　
潔
癖
症
の
よ
う
に
手
洗
い
に
没
頭
し
た

ら
、
皮
膚
が
破
け
て
血
が
出
て
く
る
し
、

カ
ロ
リ
ー
の
表
示
ば
か
り
を
始
終
気
に
す

る
と
、
メ
ン
タ
ル
を
壊
し
て
摂
食
障
害
に

な
る
。「
健
康
」
に
は
、
意
識
せ
ず
に
い

る
と
失
わ
れ
る
が
、
し
す
ぎ
て
も
か
え
っ

て
自
ら
を
損
な
う
、
厄
介
な
ジ
レ
ン
マ
が

あ
る
。

　
実
は
「
国
家
主
権
」
も
、
同
じ
特
徴
を

持
っ
て
い
る
。
領
土
紛
争
は
「
主
権
潔
癖

症
」
み
た
い
な
も
の
で
、
わ
ず
か
で
も
自

国
の
主
権
が
損
な
わ
れ
る
リ
ス
ク
は
イ
ヤ

だ
と
、
各
国
が
過
敏
に
な
る
こ
と
で
生
じ

る
。
相
手
国
へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
互
い
に

亢
進
さ
せ
れ
ば
、
時
に
戦
争
に
な
る
。

　
沖
縄
の
有
事
は
「
尖
閣
問
題
」
か
ら
起

き
る
と
、あ
ら
ゆ
る
人
が
口
に
は
す
る
が
、

当
の
尖
閣
諸
島
の
地
理
的
な
位
置
を
、
正

確
に
知
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
ど
こ

に
あ
る
か
も
知
ら
ぬ
島
の
た
め
に
、
命
を

懸
け
る
の
も
変
な
話
だ
が
、
し
か
し
そ
う

IMAGENAVI /GETTYIMAGES

安易に問題を解決しようとせず、対話を図っていく。
決裂に至らぬよう持ちこたえることこそ、現代の日本に求められている。

近代システムの矛盾が露呈
沖縄問題は〝解決〟できるのか

PART 1

日・琉・中には「曖昧さ」を
許容しない欧米の介入にのま
れた歴史がある 新連載

與那覇潤
Jun Yonaha
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戦
後
80
年
の
今
年
５
月
３

日
、
自
民
党
の
西
田
昌
司

参
議
院
議
員
が
那
覇
市
で

開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
の
説
明
に
つ
い
て

「
歴
史
の
書
き
換
え
」
な
ど
と
発
言
し
た

こ
と
は
、
沖
縄
県
内
で
大
き
な
反
発
を
引

き
起
こ
し
た
。
太
平
洋
戦
争
の
地
上
戦
で

多
く
の
民
間
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
沖
縄
で

は
、
戦
争
体
験
は
今
も
な
お
、
政
治
的
立

場
を
超
え
て
敏
感
な
問
題
で
あ
る
。

　

し
か
も
沖
縄
戦
は
単
な
る
過
去
の
話
で

は
な
く
、
米
軍
統
治
、
今
日
の
基
地
問
題

と
、
日
本
本
土
と
は
異
な
る
歴
史
を
歩
ん

だ
沖
縄
の
現
在
に
〝
地
続
き
〞
で
つ
な
が

っ
て
い
る
。
石
破
茂
首
相
は
西
田
発
言
を

否
定
し
謝
罪
し
た
が
、
国
内
で
は
同
調
す

る
意
見
も
あ
り
、
戦
争
の
傷
跡
を
癒
や
す

沖縄政治は保守と革新、基地と経済という構図だけでは理解できない。
政府と対峙してきた知事の苦悩から、その職務の困難さが見てとれる。

不条理、葛藤、苦悩……
政府と対峙してきた歴代知事

1984年生まれ。滋賀県出身。一橋大学
経済学部卒業後、同大学大学院法学研
究科博士課程修了。専門は国際政治学、
日本外交史、沖縄基地問題。著書に『沖
縄米軍基地全史』（吉川弘文館）、『沖
縄県知事 その人生と思想』（新潮選書）
など。近刊に『大田昌秀』（中公新書）。

野添文彬
Fumiaki Nozoe

沖縄国際大学法学部
教授

PART 2

JIJIG
ETT

YIM
AG

ES

1995年10月、米兵の少女暴行事件に抗
議して開かれた「沖縄県民総決起大
会」。8万5000人の参加者で埋まった
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人
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。し
か
し
、

沖
縄
は
事
情
が
異
な
り
ま
す
。

川
名　

海
兵
隊
と
い
う
組
織
は
イ
メ
ー
ジ

が
湧
き
に
く
く
、
誤
解
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
朝
鮮
戦
争
の
「
仁
川
上
陸
作
戦
」

を
想
起
す
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。「
殴

り
込
み
部
隊
」
と
し
て
の
海
兵
隊
の
面
目

躍
如
、
歴
史
の
印
象
的
な
場
面
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
す
で
に
過
去
の

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

海
兵
隊
は
変
化
す
る
状
況
に
応
じ
て
、

カ
メ
レ
オ
ン
の
よ
う
に
役
割
を
変
化
さ
せ

ま
す
。
現
在
の
彼
ら
の
姿
は
、
特
殊
作
戦

軍
（
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
に
近
い
で
す
。
小
規

模
で
柔
軟
か
つ
ス
テ
ル
ス
的
に
動
き
ま

す
。
海
兵
隊
は
他
の
陸
海
空
軍
の
よ
う
に

専
門
の
「
持
ち
場
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。
陸

海
空
あ
ら
ゆ
る
場
所
が
彼
ら
の
仕
事
場
で

川
名　

太
平
洋
戦
争
末
期
の
１
９
４
５
年

３
月
下
旬
、
米
軍
は
沖
縄
を
本
土
攻
撃
の

拠
点
に
す
べ
く
上
陸
を
開
始
し
ま
す
。
そ

の
際
、
非
戦
闘
員
で
あ
る
住
民
を
収
容
所

に
送
り
ま
す
。
そ
し
て
、
も
ぬ
け
の
殻
と

な
っ
た
集
落
に
飛
行
場
を
建
設
し
ま
す
。

そ
う
し
て
で
き
た
の
が
普
天
間
基
地
で

1979年北海道生まれ。博士（国際政治学）。
専門は米国の海外基地政策。著書に『基
地の政治学』（白桃書房）、『世界の基地
問題と沖縄』（明石書店）、『基地はなぜ
沖縄でなければいけないのか』（筑摩書
房）、『在日米軍基地』（中央公論新社）
など。

川名晋史
Shinji Kawana

大東文化大学
法学部政治学科 教授

どうして米軍基地は沖縄に集中し続けているのか。
基地政策の専門家である大東文化大学教授の川名氏に聞いた。

［Q&A］なぜ沖縄ばかりに？
米軍基地が持つ「2つの顔」

す
。

　

人
々
は
戦
争
が
終
わ
っ
て
自
宅
に
戻
ろ

う
と
し
ま
す
が
、
す
で
に
更
地
で
家
は
あ

り
ま
せ
ん
。
よ
そ
に
引
っ
越
そ
う
に
も
先

祖
代
々
の
土
地
で
、
お
墓
も
あ
り
ま
す
。

沖
縄
で
は
土
地
、
家
族
、
信
仰
は
相
互
に

連
関
し
、
簡
単
に
は
切
り
離
せ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
一
般
論
と
し
て
、
基
地
と
人
々

の
生
活
圏
は
競
合
し
ま
す
。
基
地
も
人
も

「
平
地
」
を
好
む
か
ら
で
す
。
山
に
飛
行

場
は
建
設
し
に
く
い
。
よ
く
「
基
地
の
周

り
に
人
が
集
ま
っ
て
き
た
」
と
い
う
人
が

い
ま
す
。世
界
の
基
地
問
題
を
見
渡
す
と
、

そ
う
し
た
事
象
は
い
く
つ
も
確
認
さ
れ
ま

す
。
日
本
で
も
戦
後
の
東
京
・
立
川
や
横

浜
に
は
、
基
地
の
経
済
効
果
を
期
待
す
る

TH
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Q2
沖縄の米軍基地にいる
「海兵隊」とはどのような
役割を担う、どのような
人たちなのか。

Q1
米軍が沖縄に基地を
持ち始めた経緯は。

なぜ、住民が多く居住する
地域に普天間基地があるのか。
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コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
沖
縄
の

観
光
業
が
回
復
軌
道
に
乗

り
始
め
て
い
る
。
２
０
２

４
年
度
、
沖
縄
の
入
域
観

光
者
数
が
９
９
５
万
人
に
達
し
た
。
こ
れ

は
、
初
め
て
１
０
０
０
万
人
を
突
破
し
た

コ
ロ
ナ
禍
前
の
18
年
度
に
次
ぐ
数
字
だ
。

　

戦
後
、沖
縄
の
観
光
業
は
「
慰
霊
観
光
」

か
ら
始
ま
っ
た
が
、
現
在
、
観
光
客
数
で

ACDCHOT/500PX /GETTYIMAGES年間約300万人が訪れる県北部の「沖縄美ら海水族館」。ジャングリア沖縄は北部の宿泊需要を喚起できるか

好調な数字を見せる沖縄の観光業だが、待遇改善や人材不足などの課題も。
日本全体の業界が抱える課題解決に向けフロントランナーになれるか。

転換期を迎える観光産業
沖縄発で好循環を生み出せるか

文・編集部（横上菜月）

PART 6

は
、
米
・
ハ
ワ
イ
に
匹
敵
す
る
規
模
に
な

っ
た
。
観
光
収
入
は
、
23
年
度
に
は
過
去

最
高
額
の
８
５
０
７
億
円
に
達
し
、
一
人

当
た
り
消
費
額
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

求
め
ら
れ
る
量
か
ら
質
へ
の
転
換

適
正
価
格
で「
価
値
を
売
る
」

　

追
い
風
が
吹
き
始
め
た
沖
縄
観
光
業

に
、大
き
な
期
待
を
集
め
る
施
設
が
あ
る
。

７
月
25
日
、
県
北
部
の
今な

き

じ

ん

そ

ん

帰
仁
村
に
誕
生

す
る
大
型
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ジ
ャ
ン
グ
リ

ア
沖
縄
」
だ
。
運
営
会
社
の
ジ
ャ
パ
ン
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
（
名
護
市
）
取
締
役

副
社
長
の
佐
藤
大
介
氏
は
、「
沖
縄
は
魅

力
の
高
い
地
域
。
そ
の
価
値
は
も
っ
と
生

か
す
べ
き
だ
。
ま
た
、
沖
縄
に
限
ら
ず
、

日
本
は
安
さ
を
売
り
に
数
を
追
い
求
め
る

傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
を
い
か
に
転
換
し
て

い
く
か
が
カ
ギ
だ
」
と
話
す
。

　

ジ
ャ
ン
グ
リ
ア
沖
縄
で
は
、
国
内
在
住

者
の
大
人
の
１
Ｄ
ａ
ｙ
チ
ケ
ッ
ト
が
６
９

３
０
円
だ
が
、
訪
日
観
光
客
に
は
８
８
０

０
円
に
設
定
し
、二
重
価
格
を
導
入
す
る
。

「
近
年
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
は
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
早
く
乗
る
た
め
に
追
加
料
金

を
払
う
な
ど
、
価
値
を
感
じ
る
も
の
に
対

価
を
払
う
感
覚
が
広
が
っ
て
い
る
。
訪
日
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中
国
史
が
専
門
の
早
稲
田
大
学
教
授
・

岡
本
隆
司
氏
と
現
代
中
国
が
専
門
の
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
・
富
坂
聰
氏
に
琉
球
王
国
の

時
代
か
ら
日
中
関
係
の
変
容
、
こ
れ
か
ら

の
中
国
と
の
向
き
合
い
方
な
ど
に
つ
い
て

語
り
合
っ
て
も
ら
っ
た
。
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
融
合
し
た
視
点
か

ら
「
沖
縄
問
題
」
を
考
え
る
。

編
集
部
（
以
下
、

│
）「
沖
縄
問
題
」

を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
な
ぜ
、
中
国
と

の
関
係
性
を
振
り
返
る
べ
き
な
の
か
。

岡
本　

ま
ず
、
我
々
が
認
識
す
べ
き
こ
と

と
し
て
、
沖
縄
は
か
つ
て
琉
球
王
国
で
あ

り
、
中
国
と
は
約
５
０
０
年
以
上
に
及
ぶ

関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
一
方
、
日

本
と
の
関
係
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
薩

摩
藩
に
支
配
さ
れ
る
時
期
が
あ
っ
た
が
、

後
述
す
る
よ
う
に
１
８
７
９
（
明
治
12
）

年
、
沖
縄
県
を
設
置
し
た
「
琉
球
処
分
」

以
降
、
わ
ず
か
１
５
０
年
程
度
で
あ
る
。

　

歴
史
を
生
業
と
す
る
私
に
と
っ
て
、
沖

縄
が
か
つ
て
中
国
と
長
く
深
い
関
係
が
あ

っ
た
事
実
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
沖
縄
問
題

が
語
ら
れ
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
。

沖
縄
問
題
は
、
中
国
の
存
在
抜
き
に
し
て

語
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。

現代の沖縄を知るには歴史を知ることが欠かせない。
学校の授業で学べなかったことを、今こそ把握しておきたい。

中国という存在を抜きに
「沖縄問題」は語れない

聞き手／構成・編集部（大城慶吾、鈴木賢太郎）

富
坂　

同
感
だ
。
私
が
専
門
と
す
る
現
代

中
国
の
視
点
に
引
き
付
け
て
言
う
と
、
朝

鮮
戦
争
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
半
島
は

戦
争
の
火
種
に
な
り
や
す
い
地
域
で
あ

り
、
大
国
の
間
で
揺
れ
動
く
の
は
島
国
で

あ
る
場
合
が
多
い
。
沖
縄
、
あ
る
い
は
台

湾
は
そ
の
象
徴
で
は
な
い
か
と
思
う
。
安

全
保
障
の
観
点
か
ら
、
沖
縄
が
日
本
に
と

っ
て
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

が
、
米
中
の
動
き
が
激
し
く
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
木
の
葉
の
よ
う
に
揺
れ
動
く
存
在

と
し
て
見
え
て
く
る
。 

　

つ
い
先
日
、
あ
る
中
国
人
か
ら
「
沖
縄

の
人
は
よ
く
我
慢
し
て
い
る
と
思
う
」
と

言
わ
れ
た
。
中
国
に
は
沖
縄
の
人
に
好
感

を
持
っ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
い
。
逆
に

沖
縄
の
人
も
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
印
象

的
だ
っ
た
の
は
、
２
０
１
２
年
に
沖
縄
県

で
開
催
さ
れ
た
日
中
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
交

流
会
議
で
、
県
知
事
を
含
め
て
大
勢
の
県

関
係
者
が
出
席
し
、
中
国
人
を
歓
待
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
厚
遇
ぶ
り
は

他
の
都
道
府
県
で
開
催
さ
れ
た
時
と
は
、

比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

そ
れ
に
は
あ
る
種
の
「
被
害
者
」
と
し

て
の
共
感
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
も
っ
と
踏
み
込
ん
で
言
う
と
、
中
国

2023年7月に李強首相
（中央右）と会談した
河野洋平元衆議院議長
（中央左）と玉城デニ
ー沖縄県知事（左）
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S
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岡本隆司 富坂 聰

対談

PART 9
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海事産業基盤再建の大統領令に署名するトランプ大統領。日米の関税交渉では、日本から「日米造船黄金時代計画」が提示されたという。日本にできることとは？

２
０
２
５
年
４
月
、
米
国
で
は

海
事
（
造
船
・
海
運
）
分
野

で
の
自
国
産
業
力
強
化
と
中

国
の
影
響
力
拡
大
へ
の
対
抗
を
目
的
と
す

る
政
策
が
相
次
い
で
公
表
さ
れ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
大
統
領
令
「
米
国
の
海

事
支
配
力
の
回
復
」や
米
通
商
代
表
部（
Ｕ

Ｓ
Ｔ
Ｒ
）
に
よ
る
通
商
法
３
０
１
条
に
基

づ
く
中
国
造
船
・
海
運
分
野
へ
の
対
抗
措

置
、連
邦
議
会
で
の
超
党
派
法
案「SHIPS 

for America Act

」
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
外
国
船
の
米
国
寄
港
に
対
す

る
多
額
の
罰
金
（
１
０
０
万
㌦
を
超
え
る

場
合
も
あ
る
）、
あ
る
い
は
米
国
貨
物
の

米
国
建
造
船
に
よ
る
一
定
比
率
の
輸
送
義

務
付
け
な
ど
、
運
賃
の
上
昇
や
輸
送
の
混

乱
に
よ
り
米
国
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
ま
る
で
、
第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政

権
の
関
税
政
策
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実

際
に
は
政
権
発
足
前
か
ら
超
党
派
で
進
め

ら
れ
て
き
た
動
き
を
背
景
に
し
て
い
る
。

　

最
初
に
現
れ
た
の
は
安
全
保
障
に
関
す

る
動
き
だ
。
近
年
、
中
国
の
造
船
・
海
運

シ
ェ
ア
は
急
速
に
拡
大
し
て
お
り
、
24
年

の
世
界
の
新
造
商
船
受
注
量
の
約
70
％
を

占
め
、
米
国
は
１
％
未
満
、（
船
の
保
有

WEDGE  REPORT

米国・海事産業の危機
日本がやるべき最優先事項は何か
トランプ政権発足以降、海事分野での政策が相次いで繰り出されている。
これらはトランプの「気まぐれ」ではない。米国の狙い、そして日本がなすべきこととは？

林 光一郎   Koichiro Hayashi

日本郵船調査グループ グループ長

REUTERS/AFLO
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策
定
時
に
野
党
が
一
致
し
て
消
費
税
減
税

を
要
求
し
て
い
れ
ば
、
な
ん
ら
か
の
形
で

実
現
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
今
に
な
っ
て
消
費
税
減
税
を

持
ち
出
し
て
く
る
の
は
、
経
済
対
策
と
い

う
よ
り
も
、
参
院
選
を
意
識
し
た
バ
ラ
マ

キ
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

　

政
治
に
よ
る
バ
ラ
マ
キ
政
策
は
論
外
だ

が
、
一
方
で
そ
れ
を
求
め
る
国
民
が
い
る

こ
と
も
事
実
。
筆
者
が
「
バ
ラ
マ
キ
政
治

と
ク
レ
ク
レ
民
主
主
義
」と
呼
ぶ
構
造
だ
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
出
身
の
社
会
学
者
エ
ス
ピ

ン
＝
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
従
え
ば
、
元
々
、

保
守
主
義
レ
ジ
ー
ム
で
あ
っ
た
日
本
は
家

族
を
ベ
ー
ス
と
し
て
本
当
に
貧
困
に
陥
っ

た
者
に
の
み
必
要
最
小
限
の
給
付
を
行
っ

て
い
た
の
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
の

政
権
交
代
前
後
か
ら
所
得
の
高
低
に
か
か

わ
ら
ず
給
付
を
行
う
「
社
会
民
主
主
義
レ

ECONOMY

世
論
の
反
対
で
立
ち
消
え
に
な
っ
た
給
付

金
も
６
月
に
入
り
、
再
び
案
と
し
て
浮
上

し
た
。
各
種
メ
デ
ィ
ア
の
世
論
調
査
に
よ

れ
ば
、
国
民
は
、
給
付
金
で
は
な
く
消
費

減
税
を
求
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
バ
ラ
マ

キ
を
拒
否
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
猿
は
木
か
ら
落
ち
て
も
猿
だ
が
、
政
治

家
は
選
挙
に
落
ち
れ
ば
た
だ
の
人
」
な
の

で
、
政
治
家
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
目
的

の
政
治
家
は
常
に「
票
」
で
動
い
て
い
る
。

　

実
際
、
主
に
野
党
か
ら
主
張
さ
れ
て
い

る
の
は
、
消
費
税
減
税
で
あ
る
。
も
し
野

党
が
本
気
で
消
費
税
減
税
を
求
め
る
の
で

あ
れ
ば
、
現
在
の
衆
議
院
は
、
少
数
与
党

な
の
だ
か
ら
、
２
０
２
５
年
度
当
初
予
算

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

参
院
選
を
控
え
、
各
党

は
様
々
な
物
価
高
対
策

を
掲
げ
て
い
る
。
国
民

7

島澤 諭
Manabu Shimasawa

関東学院大学経済学部長・教授

1994年東京大学経済学部卒業、
経済企画庁、内閣府、秋田大学
教育文化学部准教授などを経
て、22年4月より現職。著書に
『教養としての財政問題』（ウェ
ッジ）など。

政治家は「クレクレ有権者」が求める「バラマキ政策」を高らかに掲げる。いつまでこんなことを続けるのか

バ
ラ
マ
キ
、ク
レ
ク
レ
民
主
主
義
や
め

真
の
困
窮
者
支
援
を
急
げ

WEDGE

OPINION

TH
E M

A
IN

IC
H

I N
EW

S
PA

PER
S

/A
FLO

政
治
家
は
消
費
税
減
税
を
は
じ
め
将
来
世
代
に
ツ
ケ
を
ま
わ
す「
バ
ラ
マ
キ
政
策
」を
続
け
る
。

低
成
長
時
代
の
日
本
に
必
要
な
こ
と
は
、本
当
に
困
っ
た
人
を
助
け
て
自
立
さ
せ
る
政
策
だ
。
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